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※詳細はJ-PlatPatのヘルプページをご参照ください。

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/help/ja/topics/index_patent.html

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/help/ja/topics/index_patent.html


GXTIの構造

GXTIには、5つのGX技術（gxA～gxE）と、横断的な分析を行うための４つの視点

（gxY01～gxY04）が用意されています。
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GXTIの構造

GXTIは大区分、中区分、小区分の３つの階層からなります。

GXTIの大区分はその中の中区分の和集合、中区分はその中の小区分の和集合です。

各小区分には１または２以上の検索式が紐付けられており、各検索式を足し合わせる

ことでその小区分に対応した文献集合を得ることができます。
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検索式には、

IPCのみからなる検索式と、

IPCとテキストの掛け合わせ

からなる検索式

があります。

特許分類はIPCを使っており、

外国の特許も検索できます。



J-PlatPatでの検索方法
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以下、GXTIの検索式のJ-PlatPatでの利用方法を説明します。

１．トップページ > 特許・実用新案 > 特許・実用新案検索 を開きます。

２．論理式入力のタブを選択します。

１

２

・J-PlatPatトップページ

https://www.j-platpat.inpit.go.jp

・J-PlatPat特許・実用新案検索ページ

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/p0100

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/
https://www.j-platpat.inpit.go.jp/p0100


J-PlatPatでの検索方法

4

３．日本語で検索する場合、

「テキスト検索対象」は「和文」、「文献種別」は「国内文献」及び／または「外国文献」

を選択します。

英語で書かれた文献を検索する場合、

「テキスト検索対象」は「英文」、「文献種別」は「外国文献」を選択します。

「詳細設定」から
検索対象とする国を
選べます。



J-PlatPatでの検索方法
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４．「論理式」の欄にGXTIの特許検索式をコピー、貼り付けします。

なお、英語で書かれた文献を検索する場合は「J-PlatPat形式（英文）」を、

日本語で書かれた文献を検索する場合は「J-PlatPat形式（和文）」を使用します。

※J-PlatPatの論理式には500字の字数制限があります。

500字を超える検索式は入力できませんので、

検索式を区切る、キーワードを減らす等の対応をお願いします。



J-PlatPatでの検索方法
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５．「検索オプション」から、目的に合わせて公知日、出願日等の範囲を設定します。

なお、外国の文献を検索する場合は公知日／発行日しか選択できません。

６．「検索」ボタンをクリック。

６

５



GXTIの活用例
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GXTIの活用例について、紹介します。

●出願人別の検索

検索式に 〇〇（出願人名）/ap を掛け算して検索することで、特定の出願人の文献

の検索ができます。

例：gxC01a「二次電池」の検索式

H01M(10/00+4/13+4/14+4/24+12/00)/ip+H01M8/18/ip*[(フロー電池+レドックスフロー)/ab+(フ

ロー電池+レドックスフロー)/ti+(フロー電池+レドックスフロー)/cl]

↓

H01M(10/00+4/13+4/14+4/24+12/00)/ip*〇〇/ap+H01M8/18/ip*[(フロー電池+レドックスフ

ロー)/ab+(フロー電池+レドックスフロー)/ti+(フロー電池+レドックスフロー)/cl]*〇〇/ap

※検索式で括弧が２重以上になっていない場合には、J-PlatPat用検索式全体を大括弧 [ ] で括り、検索式末尾

に「*〇〇/ap」を付けることで検索することができます。



GXTIの活用例
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GXTIの活用例について、紹介します。

●件数推移のグラフを作成

出願日、公知日等を例えば１年毎に区切って検索し、ヒット件数をグラフ化。

なお、直近の２年程度はデータ格納の遅れにより全データが反映されない点に注意。

（イメージ図）
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GXTIの活用例
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GXTIの活用例について、紹介します。

●出願人ランキングを作成

・「テキスト検索対象」を「和文」、「文献種別」を「国内文献」に設定し、日本語の

検索式を使用。

・ヒットした文献のリストをCSV出力（※）し、出願人ごとの件数を調べてランキング

を作成。なお、CSV出力は500件までしかできないので、500件を超える場合は検索対

象期間を狭く設定し、分割して検索・CSV出力をしてください。

※



GXTIがGX技術調査の一助になれば幸いです。
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